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乱 始めに  

近年社会システムに対する研究アプローチの一つと  

してエージェントベースシミュレーションが認知され  

つつある［6］・そこでは，理論実証の実験が困難な社会  

システムに対して，理論。実験に続く第3の計算科学的  

パラダイムとして，研究が盛んに行われている【5】．特  

に，経済。金融システムにおいては，ミクロ。マクロ  

な振る舞いと，それらをつなぐ創発現象の解明の為に  

エージェントペース人工市場モデルの研究が多数報告  

されている【1］・   

しかし，これらの研究では一般に複雑な制度設計を  

含めたシミュレーションを伴うため，論文に基づく追試  

等での再現性が乏しいという問題点を抱えている．ま  

た，研究のオリジナリティ等の面から実験に使ったシ  

ミュレーションプログラム等が公開されることは希で，  

各個別のモデルの透明性，妥当性に関する問題点が指  

摘されているrl】・   

これらの背景を踏まえ，社会システム研究を行う上  

で，様々な人が共通モデルとして利用可能なエージェ  

ントベースシミュレーションツールの開発と，実験を  

任意に組み立てるためのツール群のオープンソースに  

基づく提供を行っていく必要がある．その中で我々は  

Ⅹ－Economyプロジェクトとして，金融。経済システム  

のミニマムなモデルから，国際貿易のシミュレーショ  

ンモデルを含むグローバルモデルへの展開と共通テス  

トベット構築を目指している【3】【4】．   

本稿では，拡張性に優れ，汎用度の高いクライアン  

トモジュール構造に基づく経済システムシミュレータ  

X－Economyサーバの実現に向けたサーバプロトタイプ  

の開発と，人工株式市場ツール群であるX－Ma∫tツール  

を用いた人工市場の実現について報告を行う．  

モジュールの開発や変更においても，追加・変更した  

モジュール及び，それらと機能が関連したモジュール  

の変更だけで済むので，拡張性に優れている．   

これらのプログラムは現在Linux上で開発を行って  

いる．図1では，Ⅹ－EconomyサーバとⅩ血血tツール群  

のシステム構成図を示している．それぞれの概要を簡  

単に紹介する．   

X－EconomyServer：ⅩTEconomy Serverは全ての  

クライアントの動作と，発信元・宛先を含む情報  

通信を制御する．計算機シミュレーション，再現  

牲，計算資源，TCP／IPによる遠隔地実験等の通  

信遅れ等の諸因子を踏まえ，時間の概念をタイム  

スライスによって管理する．1タイムスライスでの  

システム全体の処理は，  

1．サーバが各クライアントヘメッセージを送信  

する．  

2．各クライアントがメッセージを受け取り，必  

要な情報構造に変換して意志決定を行う．  

3．各クライアントがサーバ・他のクライアントヘ  

向けて宛先を付加したメッセージを発信する．  

4．サーバが各クライアントのメッセージを回収  

し，宛先に従って仕分けする．  

というメッセージサーバ型の手順で進行する．こ  

のシステム構成では，基本的にシミュレーション  

進行に対して全クライアントからの応答が必要で  

あるが，スライスを（1）全てのクライアントからの   

応答があった時，または（2）設定されたタイムアウ   

トに達した時に強制的に進行させることによって，  

不応答なクライアントに対処する．   

Market Client：各TraderClien七からの約定注文を  

株式銘柄ごとに集め，板寄せによって取引量が最大  

となるよう約定を行う．約定結果によって，Bank  

Clientへ財産の移動を命令する．また，約定結果   

（始値，終値，高値，安値等）は各クライアントへ  

通知される．   

TraderCliemt：人工市場に対して，市場の情報を参  

照しながら株式の売買注文に関する意志決定を行  

う．注文はMarketClientへ送られる∴現在は機械  

エージェント用のプログラムを開発中であるが，将  

望 Ⅹ凋疋①m①myシ認矛息概要   

Ⅹ－Economyシステムは，サーバ。クライアント型プ  

ログラム群として設計され，サーバ。クライアント間通  

信はTCP／IPによるソケット通信で実現される．サー  

バは各クライアント間の情報通信の制御を主に担当し，  

ツールとして必要な機能はクライアント型モジュール  

として開発。提供される．．実験ツールをモジュール化  

することによって，必要な機能のみをモジュールのプ  

ラグインという形で容易に扱えるだけでなく，新たな  
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PlayerClientClass  X－EconomyServer  

Trader Client Bank／marketCljent  Monitor Client 
図1：Ⅹ－EconomyサーバとⅩ－Martツール群  

図2：仮想金融市場X－MartにおけるⅩ－Economyサー  

バ・クライアントのクラス構成図   

4 終わりに   

本稿では，Ⅹ－EconomyシステムとX－Martツール群  

の概要と開発について報告した．   
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来的にヒューマンエージェント用のGUIを開発す  

る予定である．  

BankClient：各クライアントの財産情報をデータ  

ベースとして持ち，財産管理を行う．現在のとこ  

ろ，融資等の銀行特有の業務については実現され  

ていない．  

MonitorCliemt：各クライアントの情報を表示する  

クライアントである．このクライアントは，他の   

クライアントの動作には影響力は持たないが，動  

作を確認するために必要である．  

3 実装  

現在前章で述べたX－EconomyシステムとⅩ－Martツ  

ール群をLinux上で開発しており，プロトタイプによ  

る実験等も行っている段階である【3］・開発言語は動作  

速度とグループウエアによる開発という観点からC＋＋  

で行っている．システムにおけるプログラムの構造は，  

図2に示されるクラス構造をもって実現されている．  

クラス構造は基本的に通信層・基本層・機能層から  

なる3階層構造になっている．特にクライアントプロ  

グラムについては共通部分が多いため，機能層のみが  

それぞれの役割に応じた実装になっている．また，こ  

のシステムを用いるユーザ層の多様性を考慮しており，  

例えばプログラム初心者でも自分のスキルに応じてク  

ラスの動作が理解できるように心がけている．  
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